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は しがき   
サケとヒメ マスは， 自然界において 全く 興 供 講 魚及び飼育条件 : l963 年 l0 月 3l 日に千 

った生活系を 持つサケ属の 2 種であ る。 すな 歳川及び支笏湖において 採卵されたサケ 及び 

わち，サケは 胎化 後 比較的短期間に 降 河 して ヒメ マスの卵を，共に 千歳支場において 湧水 

海洋生活に入る 種であ るのに対して ， ヒメマ で 脾 化した後，没双飼育したものから ， i964 年 

スはべニ マスが陸封された 種と云われ，成熟 l0 同 26 日に有珠湾内の 網主管に輸送して 海水 

産卵するまで 淡水環境において 生活する。 飼育を行ない ， l965 年 6 月 l0 日に分析のため 

サケ及び カラ フトマスの海水飼育について に試料を採取した ，また対称として 用いた淡 

は，すでに多くの 報告し粟倉等， l962; 小林 水飼育 魚は ， l9H, 「 5 年 6 月 l7 日まで千歳支場の 

等， l963; 佐藤等， l965; 小林等，未発表 )  湧水飼育 池 において飼育されたものから 試料 

があ り，成魚に達するまで 良好な成長を 示す を採取した。 岬 化と淡水飼育は ， 8.0-9.0 。 C     
完全に陸封化されたサケ 科 魚類では， ニジ 育では 3.6-l4.8 。 C の変化を示し ， またこの 

マスの海水抵抗力及び 海水飼育に関する 多く 間の塩素量 ぐ Cl) は l2. l 一 l9.2 偽であ った。 海 

の研究 ( 粟倉， l962; 粟倉等， l962; 中村等， 水と淡水飼育では 餌料 内容が違っているが ， 

l963; 粟倉， l964; 北島等， l965a, l965b;  各飼育 短め サケ・ ヒメ マスでは共通の 餌 料   が 

田中， l965.1 があ り，実際に企業化されてい あ たえられた。 

るが，サケ属でほ 少なく， ヒメ マスについて 分析法 : 血液性状及び 体 成分分析は下記の 

は，寺尾等 (l965), 田中れ 965) 及び久保 如き方法によった。 

(1967) の報告があ る程度であ る，   
著者等はサケ 及び ヒメ マスについて ， - 定 a) 血液水分量 毛細管法 

期間，海水及び 淡水で飼育したものから 試料 赤血球容量 ミクロ @ 

を 採取し，血液学的観察， 体 成分の分析及び 法 
腎臓の組織学的観察を 行なって両者の 各環境 c) 血色素量 ザーリ民法 

における生理的比較を 試みた，この 結果から d) 血清蛋白竜 屈折 法 

何種の特に海水における 生理的な状態と ヒメ         血清蛋白外層 像 セルローズア セテ 

マスの海水養殖魚種としての 適性について ， ート膜による 電機泳動 法 

若干の考察を 試みたので得られた 知見を報告 fl 血清蛋白 AG 比 よ 

する。 を A とし， 他を G として算出 

  



2.  体 成分 ( 内臓，骨格 及ひ 表皮を除いた 

  結 果 

    水分量 常法 l.  成 長 

              / ノ クスレー 怯 試料採取したサケ 及ひヒメ マスの体重， 体 

組織学的鯛 祭 : 供試魚よ り腎臓 ( 中腎 ) を 長友 ひ 肥満度を示すと 第 1 表の通りてあ る。 

採取し ， ブワ ン 液 固定，パラフィン 法て 8- これらの平均値は 側 定尾数か 少ないの て， 

    ミ   ロ ノ 切片とし， デ ラフィールトのへ っ 飼育缶の成長を 正確に示しているとは 云い 難 

トキノリン 及ひェ オノンの二重染色を 行なっ                                                                   
て 検鏡した。 海氷飼育ては ， ヒメ マスより サケか ， また 

第 ] 表 供試 魚の魚体測定結果 ( 平均値 )         

飼肯 区分 海水飼育 (l965 年 6 月 l0 日 )@  淡水飼育 01965 年 6 月 l7 日 )         
種     ヒ メ マ ス サ ケ ヒ メ マ ス       
測 定 星 数           
  長 「 (. が l7.07 士 2.30       .67@2.42 1 13.00@3.71 n                   む皮 満 車 （ 52.60+20.23 1.019@0.067 46.・ 1.・ 20.・ 0.918@0.059   27.・ 1.・   

淡水飼育ては ，サケより ヒメ マス か 良い成長 飼育ともに ヒメ マス か 安定した値を 示したの 

を 示し，何種ともに 淡水飼育よりも 海水飼育 に対し，サケては 変動か大きかった。 血清 蛋 

のものか良好な 成長を示した。 肥満度は海水， 白 A . G 比は，同種ともに 海水飼育よりも 淡 

                          サケ よりも ヒメ マスが高                                         また ヒメ マスは サケよ 

サケ ては海水飼育か 淡水飼育よりも 高い値を                                           
示した， 第 ] 図 海水及び淡水飼育したサケ 及び ヒ 

ll. 血液性状 メ マスの血清蛋白 分層像 

血液性状の分析結果は 第 2 表の通りであ 

る， 

血液水分量では ，サケは海水飼育で 低く， 

淡水飼育で高いが ， ヒメ マスは海水，淡水飼 

育の間で 殆 んど 差 かなかった。 赤血球容量で 

は，海水，淡水飼育の 間で両 種 ともに 殆 んど 

差がなく， いずれも，サケより ヒメ マスが高 

い値を示した。 血色素量は両 種 ともに海水飼 

育の方が高く ， また 両 飼育ともに サケ より ヒ 

メ マスが高い値を 示した " 血清蛋白量は 種間 

及び飼育別で 顕著な差は認められないが ， 両 

海水飼育サケ       夫 水月 甘 サケ 

海水飼育 ヒメ マス 

第 2 表 血液性状分析結果                     
飼育区分 海 水 飼 育 淡 水 飼 育   
種 名 サ ヒメ マス @ サ ケ l ヒメ マス 
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飼育区分別の 両種の 

血清蛋白骨 層像 ( 各 5 

例 ) を示すと第 l 図の 

通りであ る。 

サケ及び ヒメ マスの 

血清蛋白外層像は 互に 

                殆 んど 差   
かし，サケの 海水及び 

淡水飼育と ヒメ マスの 
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海水飼育には 第 1 成分の二 峰 化した個体が 参             これらの組織像の 変化は，正常組織 

    淡水飼育の ヒメ マスにはこの 現象が認め ョ 硝子 滴 変性 づ 壊死と経過し ，細尿管が消失 

られなかった。 第 1 成分の二 峰 化の進んだ 値 する過程を示しているものと 考えられる。 

体の血清蛋白 A . G 比は一般に低い 値を示し 
セ石ノ   

ナ - @0 示 

lll.  体 成分 サケ の淡水飼育は 海水飼育に比べると ， 歩 

体 成分の分析結果は 第 3 表の通りであ る。 留り，成長の 悪いことが知られ ，また飼育が 

第 3 表 体 成分分析結果 ( 平均値 ) 
長期にわたると 腹 水     症 等の異状の出現す 

飼育区分 l 海 水 飼 育                 水 飼 育 ることが報告されて 

種   
*@ ， S@(%) ・ 74.62@1.05@     74.43@1.14@     77.97@0.63@@77.55@0.24 サ １１ ｜ ヒメ マス・ サ ヒメ マス いる 小林等， ( 粟倉等， 1963; l962; 佐藤 

粗 脂肪 ( 拷 ) 5.29 士 2.07 7.26%l. l3 6.6l 士 l.62 l0 ・ 78 士 l.2l 等 ， l967) 。 佐藤等       
水分量では魚種間の 差は殆んどな                     寺 飼育が長期にわたると ， 惨透 正調節に困難 

飼育が両 種 ともに海水飼育より 高い値を示し を生じ，血液水分量の 増加することを 報告し 

た ， 粗 脂肪は両 種 ともに海水飼育よりも 淡水 た ， 本 実験結果においても ，淡水飼育の サケ 

飼育が，また サケ より ヒメ マスが高い値を 示 では血液水分量の 増加の傾向が 認められ， ま 

した， た 血液蛋白 分層像 にみられる 1 成分の二 峰化 

lV. 冊臓 組織 像 から，淡水飼育の サケ が 惨透 正調節に困難を 

腎臓組織 像 には顕著な変化として ，細尿管 生じつつあ ることが推測される。 

上皮の硝子 滴 変性及び壊死が 認められたが ， 寺尾 (1965)  及び久保 (1967)  は ， ヒメマ 

その出現度合を 示すと第 4 表の通りであ る "  スが 淡水飼育において 極めて歩留が 良く ，魚 

第 4 表 腎臓組織 像 観察結果 体 に不揃の少ないことを 報告している。 本案     淡水飼育 有 銅 一 青 図 方 - ｜ 一 泡 ノ 択 飼 I @  一 験 波性状及び においても，淡水飼育の 体 成分分析結果に ヒメ 良好な値が示さ マスでは，卯 
ヒメ       特に 惨透 正調節の占では サケ のような 問 種                                             
  

題は全くないものと 推定される。 

海水飼育 ヒメ マスの各血液性状の 分析結果     をみると， 殆 んどの項目で ，サケのそれより 
+ : 時々認められる。 も高い値を示し ，淡水飼育におけると 同様な 

十干 : 頻繁に認められる。 
傾向が認められた。 これは ヒメ マスの持つ 生   

細尿管上皮の 硝子 滴 変性及び壊死 ( 写真義 理的特性に よ るものと思われるが ，海水飼育 

照 ) は ，面積ともに 海水飼育のみに 認められ， においても， ヒメ マス は 生理的障害はな     

特に海水飼育 ヒメ マスでは壊死が 頻繁に認め サケと 同様良好な条件下におかれていると 判 

断 して良いようであ る。 

田中 0965.) は ，海水飼育のサケ 及び ヒメ 

マスの成長を 比較し，初期では ヒメ マスが劣 

っていたが，飼育 220 日後には，両者が 殆 ん 

ど同じ成長を 示したことを 報告している ， 本 

実験に用いた ヒメ マスの体重測定結果をみる 

と， サケ と 同様，淡水飼育よりも 海水飼育の 

ものが高い値いを 示した。 このことは， 両飼 

細
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育 条件に水温， 餌 料及び飼育管理等の 違いが 

あ るので，単に 環境の惨 透 圧が原因している 

7 名 



と 云えないにしても ， 脾化 後 l0 一 l8 ケ 月の ヒ 

メ マスの海水飼育が ，生理的にほ 問題がなく， 

良好な成長を 示すものと判断された。 しかし 

ヒメ マスでは， ニジマス等と 同様，海水移行 

時の適応能力についての 問題があ る， 

ヒメ マスの成長初期における 海水抵抗力 は 

寺尾等 (1965 りによって研究され ， 49 程度 

の稚魚では，サケに 比べると弱 い ことが知ら 

れている。 また田中 (l965) によれば， ヒメ 

マス 0 年魚 ( 平均体重 6.9e, 体長 8.2cml を 

約 l 週間で， C@ 0 一 l8.6 後に徐々に変化させ 

たところ，その 後の 4 日間に約 50% が 舞 死し 

たと報告している ，久保 (1967) は，飼育 l 

年半の ヒメ マスでは歩留り ，成長が良好で ， 

体長も l3.5 一 l6.5cm と 不揃がなく， 殆 んど 

が ギンケ となって，海水に 対して極めて 高い 

抵抗力を持つことを 報告している ，これらの 

研究結果をみると ， ヒメ マスの海水抵抗力は 

降 海 型のべ こ マスの陸海生態が 示すように， 

あ る成長段階に 達して始めて 強化されるもの 

と推測される。 田中 (l965) の結果によると ， 

ヒメ マス 0 年魚 ( 平均体重 6.9e) 秋の海水移 

行時には，約 50% が 舞 死したが，その 後の歩 

留は良好であ り，翌年の 5 月刊 日 までに 89.5 

% が生存して良好な 成長を示している。 この 

ことは， 0 年の秋には， ヒメ マスの約 50% が， 

充分な海水抵抗力を 持っており，海水移行の 

方法によっては ， もっと高い歩留を 期待出来 

る可能性を示している。 また海水抵抗力には 

単に 惨透圧 だけではなく ，水温その他の 要 囚 

が 関係してくるであ ろうと考えられるので ， 

この点についての 詳細な究明が 必要であ ろ 
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